The accent system of the words written in Chinese characters by 張, 丁允 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 2 号 (2006) 




































1.1.3. MK の上声との対応 
1.2. 釜山・金海方言の単純語アクセント体系 
 
2. MK の傍点と釜山・金海方言のアクセント 
2.1. MK の傍点 
2.2. 固有語における MK と慶尚道方言の 
アクセント対応 
 







3.3.1. N＋2 の対立 










                                                        
1 中期朝鮮語とは、ハングルが作られた 15 世紀半ばから 16 世紀後半の壬辰倭乱（いわゆる秀吉の朝鮮侵
略）までの朝鮮語を指す。 
2 朝鮮半島南東に位置している。面積 763.03 ㎢(2003.12.31)、人口 3,711,268 人(2003 年基準)の廣域市であ
る。 
3 朝鮮半島南東に位置している。東に釜山廣域市江西區と面し、南西には昌原市と面している。人口
427,432 人(2004 年基準)、面積 463,26 ㎢の市である。 
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ハングル ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ ㅇ ㅈ ㅊ ㅋ ㅌ ㅍ ㅎ ㄲ ㄸ ㅃ ㅆ ㅉ  
転写 g n d r m b s ŋ j c k t p h G D B S J (w j) 
＜短母音＞ 
ハングル ㅏ (ㅡ) ㅓ ㅗ ㅜ ㅣ ㅔ ㅐ 
転写 a ə o u i e 
＜アクセント＞ 
n 音節の音調として、高：中：低に対し、H：M：L と表記する。なお、MK のアクセントに





















 例）（漢字語）→ uəŋ【＜uwoŋ<九干>＜牛蒡】gyəja【＜gyəjʌ＜gejʌ<九干>芥子】 






                                                        
4 本稿では中国の中古音も扱っているが、韓国語諸方言のアクセントと MK との対応関係に関して論じる
際には、平声：去声：上声の順番に記するのが一般的のようで、本稿でもそれに従う。 
5 「訓蒙字會」。朝鮮中宗 22(1527)年に、学者崔世珍が漢字 3,360 字を集め、その意味と音をハングルで書
いた漢字の学習書。3 巻 1 冊。 
漢字語のアクセント体系について 
 












る。即ち、1 音節 Góc+ī：mōm+ī：nùn+ī 型に対し、それぞれⅠ型：Ⅱ型：Ⅲ型、2 音節 bārám+ī：
hánər+ī gūrəm +ī：sàrām+ī 型に対し、それぞれⅠ型：Ⅱ型：Ⅲ型：Ⅳ型とする。3 音節の場合も
同様である。 
＜表 1＞ 釜山・金海方言名詞のアクセント体系（-ī/ gā を付けたもの） 











Ⅰ型 Góc+ī 花が /○
¬○/ bārám+ī 風が /○○
¬○/ sādárí+gā 梯子が /○○○
¬○/ 
Ⅱ型 mōm+ī 体が /○○/ 
hánər+ī 
空が /○
¬○○/ Gāmágū+gā 烏が /○○
¬○○/ 
Ⅲ型 nùn+ī 雪が / 




Ⅳ型  sàrām+ī 人が / 
¬○○○/ mújígē+gā 虹が /○○○○/ 
Ⅴ型   sàmāgū+gā ほくろが / 
¬○○○○/ 
 








 ┌garh ┌gurum ┌dosgabi 刀   雲   お化け 
Goj ha┌nʌrh gə┌mɨngo 川   人   いぼ 
  na┌ih sa┌arʌm 花   天   琴 
  bʌrʌm gama┌goy     風   鳥 
        指    sonsgarag 
福井玲(1985：17 より抜粋) 
                                                        













2 単位(2 モーラ)とする。 
 
2.2. 漢字語における MKと慶尚道方言のアクセント対応 
本稿での漢字語アクセントの対応関係においては、伊藤智ゆき(1999)の資料に基づき、考察
していく。まず、中古音9の声調・MK アクセント・慶尚南道のそれぞれのアクセント対応関係
を以下＜表 2＞と＜表 3＞に示す。伊藤智ゆき(1999)は便宜上、上去声起源のもので MK では R
で現れるものは「上去声 A 群」、上去声起源のもので MK では H で現れるものは「上去声 B 群」
と称したが、本稿でもそのまま使用した。 
 
＜表 2＞ 中古音声調と MK のアクセントとの対応 
     MK のアクセント 
中古音の声調 
第 1 音節 第 2 音節以下 
平声 L L 
上去声 A 群 R 
H 上去声 B 群 
H 
入声 
(伊藤智ゆき 1999：111 より抜粋) 
 
 
＜表 3＞ 中古音声調と慶尚道方言アクセントとの対応 
     第 2音節 
第 1 音節 
平声 上去声 A 群 上去声 B 群 入声 
平声 LH(L) HL 
上去声 A 群 RH/LH(H) 
上去声 B 群 
HH 
入声 








＜表 4＞ 漢字語アクセントの対応 
                                                        
8 早田輝洋(1999)は、MK で第 1 音節に上声をもつ語を語頭アクセントとし、アクセント単位を 1 単位で
あるとしている。 
9 「中古音」とは、中国の『切韻』（601 年 成書）の基礎となった方言の音をさすものであり、またその
名称は、更に広く、六朝後期～唐末・宋初あたりまでの音を総称するのに用いられることもある（平山久
雄 1967：112 参照）。中国の音韻学では伝統的に、一つの漢字音を IMVF/T という公式で示し、またこれ
を I と MVF/T とに二分し、I を声又は音、MVF/T を韻という。 
漢字語のアクセント体系について 
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1 音節 2 音節 







































・上去 B＋平声/上去 A/入声 






















差はあるか、ということであった。ただ、今回の調査にあたって、漢字語を 1 音節から 2 音節
に限定した。その理由は、韓国語において漢字語が示す割合は 2 音節が圧倒的に多く、3 音節
以上になると、その数も少ないだけでなく、派生語が殆どだからである。 
＜表 5＞ コンサルタント 
世代 生年月日 出生地 現住所 親の出生地 
20 代 b.s.y（1978.3.7） 
釜山(～28 歳) 釜山市南区龍湖洞 父：慶南陜川 
母：慶南、学生時代から釜山 
30 代 g.j.s（1975.3.9） 釜山(～30 歳) 釜山市沙下区新平洞 父：釜山、母：釜山 
30 代 b.s.r（1969.3.21） 
釜山(3 歳)～金海(36 歳) 金海市大東面草亭里 父：金海 
母：全南麗水(5~6 歳から釜山) 




50 代 c.s.h（1949.10.24） 金海(26 歳)～釜山 釜山市北区華明洞  
60 代 j.c.w（1944.2.6） 金海(25 歳)～釜山 釜山市北区華明洞  
60 代 h.g.j（1942.3.27） 金海(11 歳)～釜山 釜山市東区水晶洞  
70 代 a.w.s（1936.3.25） 釜山 釜山市北区華明洞  
                                                        
10 筆者は 30 代前半で、来日するまでずっと釜山に住んでいた。両親は 2 人とも金海が出生地で 20 代半
ばに釜山に移住してから現在まで暮らしている。 
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＜表 6＞ 漢字語の対応関係 





     中古音から MK から  



























① Ⅳ型のⅡ型への移動（LH(H)から HL へ） 
6.[həgoŋ]、11.[saŋbog]、13.[səje]、21.[sohwa]を除き、きれいな世代差をみせている。 













6 həgoŋ 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅲ型 
9 heŋsir 平入～去入 RH Ⅱ型～Ⅳ型 Ⅳ型 Ⅱ型 Ⅳ型 
11 saŋbog 平入 LH Ⅱ型 Ⅱ型 Ⅱ型 ※Ⅲ型※Ⅳ型 
漢字語のアクセント体系について 
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12 sihəm 去去 RH Ⅱ型～Ⅳ型 Ⅳ型 Ⅱ型 Ⅳ型 
13 səje 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅱ型 
14 sinha 平上 LH Ⅱ型 Ⅱ型 ※Ⅰ型※Ⅳ型 Ⅱ型 
20 sataŋ 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
21 sohwa 平去 LH Ⅱ型 Ⅱ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
















(02) ソウル方言における 2 音節語ピッチパターン 
ピッチパターン 条件 
LH パターンの 2 音節語 語頭が母音や平音、鼻音である時、LH パターンの傾向 
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    中古音から MK から 20 代～30 代前半 30 代後半～70 代 
5 johwa 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 
19 mehwa 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
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